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【現地の状況やニーズなどの背景情報】
　昨今経済発展が著しく、高品質な医療サービスに対するニーズが高まっている両国において、リハビリテー
ション及び先進的医療分野における人材育成が急務となっている。

【活動内容】
　国際医療福祉大学と学術交流協定を締結している両国の大学・病院等から、上記の両分野で研修員を受け入
れ、両分野における専門家や知識・ノウハウ等を豊富に有する、国際医療福祉大学・大学院及び同附属病院・
グループ関連病院・施設等において研修を実施した。

【期待される成果や波及効果等】
　ベトナムから 3 回、ミャンマーから 2 回に渡り研修員を受入、上記両分野での技術・知識・経験等の移転を
図った。ミャンマーにおいては、今後同国保健省と MOU を締結し、安定・継続的な協力関係の構築を目指す。
またベトナムにおいては、本学と協定を締結している大学・病院以外からの協力要請もあるため、事業効果等
を考慮して、今後は優先順位を決めた効率的な事業実施を図る。

9.　リハビリテーション分野及び
　　先進的医療分野における海外人材育成事業
	 	 	 	 学校法人 国際医療福祉大学

国際医療福祉大学・
大学院、同附属病院、

グループ病院・施設等
（栃木県大田原市、東京都、

福岡県福岡市・大川市）

＜ミャンマー＞
国立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院

（ヤンゴン）
ヤンゴン第一医科大学

保健省
（ネピドー）

MOU 締結

研修生受入

専門家派遣

所管
制度の改善、
構築の提案

＜ベトナム＞
ホーチミン医科薬科大学

ハノイ医科大学

研修生受入

＜研修実施結果＞ 
10 月　研修員受入（3 名）：ﾎｰﾁﾐﾝ医科薬科大学
　　　・リハビリテーション（理学療法）の
　　　　実技研修
11 月　研修員受入（1 名）：ヤンゴン第一医科大学
　　　・病理診断に係る実技研修
11 月　研修員受入（1 名）：ﾎｰﾁﾐﾝ医科薬科大学
　　　・日本の医療制度
　　　・日本の先進的医療に関する実地研修
12 月　研修員受入（4 名）：ハノイ医科大学
　　　・日本の医療制度
　　　・日本の先進的医療に関する実地研修
12 月　研修員受入（4 名）：ミャンマー保健省・
　　　国立ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院
　　　・新病院建築に係る設計指導
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　　I　病院における管理・技術協力
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